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ごあいさつ

副院長兼看護部長

関口 靖枝

2026年が始まりました。

皆様におかれましては、穏やかな新年をお迎えのこと

と存じます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

2025年を振り返りますと、大阪・関西万博の開幕、令

和の米騒動、山林火災やクマ被害、世界各地で続く紛争

や地震など、社会全体が大きく揺れ動いた一年であった

と感じています。一方で、イチロー氏の野球殿堂入りや、

大谷翔平氏の二刀流復帰とロサンゼルス・ドジャースの

ワールドシリーズ連覇、さらには我が国初の女性首相の

誕生など、楽しいこと、悲しいこと、つらいこと、感動した

ことなど、数えきれないほど多くの出来事がありました。

そのことを知り得た私たちにとっても、その後の人生に

大きく影響を与えるのだと、感慨深く思うことが増えまし

た。2026年が皆様にとって、決意を新たに実りのある素

晴らしい年となることを心より祈念いたします。

現在もインフルエンザや新型コロナウイルスは感染力の

衰えを見せず、私たちの健康と日常生活に影響を及ぼし

ています。感染症と共に生きる時代においては、マスクの

着用や手洗い・うがいなど、場所や状況に応じた対応を心

がけ、「感染しない・させない」行動を意識し、私たちの日

常生活を守っていきたいと思います。

医療を取り巻く環境は依然として厳しく、国内の約

70％もの病院が経営面で課題を抱えています。2026

年の診療報酬改定に期待が寄せられているものの、物価

高や人口構造の変化を背景に、先行きは決して楽観でき

る状況ではありません。

当医療センターでは、ありとあらゆる資源を大切に取り

扱い、地域の皆様の生活を支えていけるような地域医療

を推進してまいります。

その中で、当医療センターが最も大切にしている資源

は「人」です。特に病床機能を維持・拡充していくためには、

看護職員の確保と育成が不可欠です。しかし、全国的に看

護師養成校への受験者数は減少しており、将来的な人材

不足が懸念されています。

「コロナ禍で耐えてがんばってきた看護師の姿に、看護

職の厳しさが際立ってしまった」という報道にショックを

受けましたが、私たちは医療に携わっている者として、素

晴らしい職業であることを今後も発信していきます。

地域の皆様におかれましても、医療体制を将来にわた

り維持していくため、医療に携わる仕事への理解と関心

を深めていただければ幸いです。

おかげさまで当医療センターでは、少しずつではありま

すが看護師の数も増え、職員一人ひとりがやりがいを

持って日々研鑽を重ねています。「2025年問題」を経て、

2040年を見据えた新たな地域医療構想の検討も始まっ

ています。当医療センターはその議論を注視しつつ、10

年、15年先を見据え、持続可能な医療体制の構築と地域

医療の中核としての役割を果たしてまいります。

本年も、当医療センターの取り組みに対し、皆様のご理

解とご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。
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かかりつけ医をお持ちいただくことのお願いについて 
 

 

北播磨総合医療センターに通院中の患者さんにおかれましては、平素より当医療センタ

ーの医療にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 

当医療センターは、救急医療や高度な専門治療・検査が必要な患者さんへ質の高い医療

を提供することを大切な役割としています。 

 

国の進める「医療連携」では、患者さんの病状に合わせて、病院（専門治療）と診療所・

クリニック（日常的な治療）が役割を分担し、協力して治療にあたることが推奨されてい

ます。これは、患者さんによりスムーズで質の高い医療を受けていただくための取り組み

です。 

 

つきましては、病状が安定し、専門的な治療や検査の必要性が低くなった患者さんには、

主治医から地域の「かかりつけ医」（診療所・クリニック）へのご紹介を提案させていた

だいております。 

 

当医療センターは、重い病気の

治療や手術に集中できるよう、皆

さまのご理解とご協力をお願いい

たします。地域全体で皆さまを支

える医療体制の強化にご協力くだ

さい。 

 

担当医にご相談いただければ、

ご希望やご自宅からの距離などを

考慮し、適切な「かかりつけ医」を

ご紹介いたします。 

 

なお、病状が急変するなど、緊急

に専門的な治療が必要な場合は、

これまで通り24時間可能な限り受

け入れますのでご安心ください。 

 

また、再び高度な医療が必要に

なった際、かかりつけ医から当医

療センターへスムーズにご紹介い

ただけます。 

 

 

 

 

北播磨総合医療センター 

患者総合サポートセンター 

 

※当医療センターで複数の診療科を受診されている 

患者さんも、当医療センターでの治療・症状が落 

ち着いた診療科から個別に逆紹介を行います。 



お産はママと赤ちゃんが一生懸命頑張って作り上げる奇跡の瞬間です。
“大きくなーれ“では、そんな瞬間の一部を取り上げ

みなさんにも幸せを感じていただけるよう発信しています。
今回はバースレビューよりお母さんの声を載せています。

大切な瞬間に寄り添えることに感謝しながら、スタッフも日々全力でサポートを行っています。
赤ちゃんが健やかに、すくすくと育たれますようスタッフ一同お祈りしております。

大きくな～れ
4階東病棟

令和7年11月24日生まれ
男の子

令和7年11月25日生まれ
女の子

令和7年11月28日生まれ
男の子

令和7年11月28日生まれ
男の子

出産には不安もありましたが
スタッフの皆さんの支えで
安心して臨めました。

産声を聞いた時とても嬉しく、
同時に安心しました。

命の尊さとお産の素晴らしさを
胸に夫婦で力を合わせて
大切に育てていきます。

赤ちゃんが健康で元気で
安心しました。

生まれてきてくれてありがとう！



糖尿・心血管コース（生活習慣病コース）の紹介
～糖尿病・心臓病・脳卒中になる前に受けてみませんか？～

〈コース内容〉
特に糖尿病・心臓病についての精密検査が受けられる、１泊2日コースがおススメです。
（検査内容） 1日目：糖負荷試験、頸動脈超音波検査、心臓超音波検査、採血、心電図、

視力検査、聴力検査、その他オプション検査
 2日目：腹部超音波検査、胃カメラ、内科診察

〈こんな方におススメ！〉

③リポ蛋白（a）検査（血液検査）を実施しています。
●リポ蛋白（a）とは・・・悪玉コレステロールよりも、動脈硬化の危険性が高いと

                             言われており、生活習慣の悪化や遺伝的要因で増加します。

甘い
サイダー

3つの特徴

「病気にならないように予防する」「早期発見する」ことが大切です。
    定期的に検診を受け、ご自身の健康状態を知ることで、健康寿命を延ばしていきましょう！

①北播磨地区で糖負荷試験・心臓／頸動脈超音波検査が
同時に実施できるのは当医療センターだけです。      

●糖負荷試験・・・隠れ糖尿病の発見にもつながります。ブドウ糖を
飲んでもらい、採血や尿検査を行います。

●心臓／頸動脈超音波検査・・・心臓の機能や動脈硬化の有無を確認し、
脳梗塞や心筋梗塞のリスクを知ることができます。

②1泊2日でゆっくりと検査を受けられます。（外出泊も可能です）
1階ラウンジ 宿泊部屋

健康管理センター便り

生活習慣が気になる方 診断を受けた方 家族歴のある方

・偏った食生活
・運動不足
・ストレス
・喫煙
・過度な飲酒

・高血圧
・脂質異常症
・メタボリック
シンドローム

・糖尿病
・心臓病
・脳卒中



【編 集 後 記】

新年あけましておめでとうございます。新しい年が、皆様

にとって健やかで実り多い一年となることを心よりお祈り

申し上げます。

さて、２月6日からイタリア、ミラノ・コルティナで冬季オリ

ンピックが開催されます。日本からもカーリング、スケート

等続々と代表が決まっています。個人的には、スキーアル

ペンを楽しみにしています。コースコンディションや旗門間

のコース取りを考えながらのタイムトライアル。

発行／北播磨総合医療センター 広報委員会【事務局：管理部 経営管理課】

〒６７５-１３９２ 兵庫県小野市市場町９２６－２５０

：０７９４－８８－８８００(代表） ホームページ http://www.kitahari-mc.jp/

ゴーグルの中の選手の眼にはどのような景色が広がって

いるのか？と考えるだけで今から楽しみです。選手の方々が

万全の体制でオリンピックに臨むように、私も知識を蓄え、

体調を整え業務に臨みたいと思います。

本年も患者さん、地域に寄り添い、安心と温もりある医療

を提供できるよう努めてまいりますのでどうぞよろしくお願

いします。

中央検査室 中西 鮎美

リハビリテーション通信

健康のための運動といえばウォーキングなどを思い浮かべますが、実は「口やのど」の筋肉

を鍛えることも同じくらい大切です。

加齢により「話す・噛む・飲み込む」力が衰えることを「オーラルフレイル（お口の衰え）」と呼

びます。これを放置すると、低栄養や心身の活力低下につながる恐れがあります。

まずは、スキマ時間にできる簡単な体操から始めて、健康寿命を延ばしましょう！

一生おいしく食べるために。今日から始める『お口の筋トレ』

・「ゆっくり、大きく」
動かすのがコツ！

・特に「べー」の時は、
しっかり口を開ける。

「もっと詳しく知りたい・鍛えたい方は…」

インターネットで「みっきぃ☆にこにこ体操」 、「かみかみ百歳体操」などと、検索すると、動画

で詳しく見ることができます。自分に合った体操を見つけて、毎日の習慣にしてみませんか？
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